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親子への歯科健診を活用した3歳児の鶴蝕罹患に

関する要因の検討
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【目的】

　近年、乳幼児の蠕蝕有病率は全国的に減少傾向にあ

るが、北九州市における3歳児の醐蝕有病率は、全国

平均を上回り、30％を超える現状にある。そのため本

市では、平成21年度から3歳児の“むし歯ゼロ”を目

指して「歯と口の健康づくりモデル事業～親子むし歯

ゼロ大作戦～」（以後、「本事業」）を実施してきた。先

行研究において、離蝕罹患に関する要因分析は多数実

施され、その要因が複雑多岐であること、1歳6か月

時から3歳時にかけて幽蝕が急増すること、急増する

時期に効果的な予防対策が必要であること、が報告さ

れている1）2）。本市においても、適切な時期に適切な

予防対策を講じるため、乳幼児の聯蝕罹患に関する要

因を分析し、評価する必要がある。そこで、我々は本

事業で得られた親子の歯科健診データを用いて、1歳

6か月時の生活環境が3歳時までの齢蝕罹患に及ぼす

影響を検討したので報告する。

【対象と方法】

　対象は、平成21年4．月から平成23年8．月まで母・子保

健法に規定されている1歳6か月児および3歳児歯科

健康診査を受診し、1歳6か月時から3歳時まで追跡

可能であった3，137人である。また、本事業の一環であ

る1歳6か月児の保護者を対象とした親子歯科健診を

受診した570名である。各健診毎に対象者の属性、生活

習慣および育児環境などの質問紙調査と口腔内診査を

行った。解析にあたっては、1歳6かH時から3歳時

にかけて発症する新規離蝕の有無と生活習慣などの各

項目（いずれも1歳6か月時点）との関連についてカ

イニ乗検定を用いて評価した。さらに、新規幽蝕の有

無を目的変数とし、有意な関連を認めた項目を説明変

数としてロジスティック回帰分析を行い、新規齢蝕罹

患に影響を及ぼす要因を検討した。

【結果】

　1歳6か月時から3歳時までの新規鶴蝕発症の要因

は、親子歯科健診を受診していない（オッズ比1．45、

95％CI：1．16－1．　83）、卒乳を完了していない（オッズ比

2．01、95％CI：1．68－2．41）、ほ乳瓶を使用している（オ

ッズ比1．30、95％CI：1．04－1．63）、ジュース等をよく飲

む（オッズ比1．72、95％CI：1．39－2．13）および間食時間

を決めていない（オッズ比1．　33、95％CI：1．12－1．　58）で

あった。　　　　表1ロジスティッ姻帰分tsvam
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【考察】

　本研究の結果は、先行研究と同じく1歳6か月時点

の生活環境が3歳時までの新規鶴蝕発症に関連するこ

とが示唆された。加えて、鶴蝕予防対策の一環として

親子歯科健診を実施し、その有用性を示唆した本研究

は意義のあるものと考える。しかし、本研究の限界と

して、親子歯科健診を受診していない親の口腔内環境

は不明であり、子の齪蝕罹患に及ぼす影響までは検討

できなかった。今後、研究デザインを検討し、親の口

腔内環境の影響を究明していく必要がある。
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